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長野史麻
企業が自主的に設定する環境目標と収益性を両立させる意思決定を環境経営意思決定という。この
意思決定に役立つ情報を提供する仕組みが環境管理会計ならびに環境管理会計手法に求められてい
る。
製品ならぴに製品ライフサイクルを対象とした環境管理会計手法としてライフサイクル・コステイ
ング(以下では、環境LCCという)を挙げることができる。一般的に管理会計におけるライフサイク
ル・コステイングは、特定の製品の企画・開発から使用、廃棄、処分されるまでにわたるライフサイ
クル・コストを測定、伝達する手法とされており、特段、環境経営意思決定を目的とした手法として
理解されているわけではない。目的や考え方の異なるライフサイクル・コステイングが以前から存在
していたため、環境管理会計手法としてのライフサイクル・コステイングと混同されやすいのである。
異なる手法にもかかわらず、目的の違うライフサイクル・コステイングが整理されていないのである。
そこで2011年度は、ライフサイクル・コステイングを整理し、そのなかでも環境LCCに焦点をあて、
その目的や概念などを整理し、具体的な適用に向けて提言を行った。これは、現状を整理し、精織化
に向けた一歩をふみ出すために不可欠な作業である。
ライフサイクル・コステイングの発展の経緯を確認し、目的に応じて整理した結果、ライフサイク
ル・コステイングは、設備等の調達意思決定のための従来型のライフサイクル・コステイング、企業
内部の環境経営意思決定のための環境LCC、政策提言を目的とした社会ライフサイクル・コステイン
グの3つに分けられることを明らかにした。
環境LCCは環境毒性化学学会 (SETAC)によれば、 LCAを経済的側面から補足するものとして紹
介されている。このため、 LCAと環境LCCのそれぞれの目的、実施手}I頂、実際の状況などを確認し
た。そして、環境LCCの実施にあたっての問題点やその解決策を提案した。
さらに、 SETACでは環境LCCは会計の手法ではないと指摘しているが、環境管理会計手法として
環境LCCを整理することが可能であることを明らかにした。そして、コスト情報という側面から
LCAで得られた情報を補足する環境LCCは、環境負荷物質の削減と同時に、採用する企業にとって
コスト削減に役立つ手法としてとらえることができ、環境経営意思決定を支援する手法として有用で
あることを明らかにした[長野史麻 (2012)r環境管理会計手法としてのライフサイクル・コステイン
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